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バス事業者の経路検索対応状況
（平成28年4月公共交通政策部調べ）

21

89

79

11

0% 50% 100%

30両未満の

事業者

30両以上の

事業者 対応済

未対応

2

経路検索の状況

【中小バス事業者が
対象から外れている要因】
①時刻表等の情報が電子データ化
されていない場合も多く、データ
化作業が必要

②情報の受渡しをするための
フォーマットが定まっていないた
め、データの作成に多大な手間が
発生

③大手と比較し検索される頻度が
少ないため、経路検索事業者に
よるデータ収集が進みにくい

インターネット等の経路検索は広く利用されているが、鉄道
や大手バス事業者はほとんどが検索対象となっている一方、
中小バス事業者は対象から外れているケースが多いのが実情。

路線バスの経路等を調べる際の情報取得先
（平成28年12月内閣府世論調査）
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「標準的なバス情報フォーマット」の整備 （平成29年3月）
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中小バス事業者等と経路検索事業者等との情報の受渡しが効率化

されることで、経路検索におけるバス情報の充実が期待される。

＊バス情報の効率的な収集・共有に向けた検討会（座長：東京大学 伊藤昌毅助教）にて作成

○データ形式は、他のシステムで活用しやすいCSV形式
○データ項目は、停留所の位置や通過時刻表等一般路線バスの基本的な
案内に必要な項目

○北米や欧州で広く普及するフォーマット（GTFS※）と互換性を確保
○事業者や自治体が「標準的なバス情報フォーマット」を利用するための
「解説書」をあわせて作成

※GTFSとは…

（General Transit Feed Specification）

• 公共交通機関の時刻表とその地理的情報に使用される共通形式を定義したもの

• 当初はGoogle社向けのフォーマットとして作成されていたが、現在はオープン

化され、誰もが使用できるものとなっている。

• 中小事業者の利用も視野に、表計算ソフトでの閲覧が容易なCSV形式を採用し、

使用ができるものとなっている

効果

概要



「標準的なバス情報フォーマット」の広がり
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情報源：嶋田鉄兵「GTFS・『標準的なバス情報フォーマット』オープンデータ一覧
http://tshimada291.sakura.ne.jp/transport/gtfs-list.html

図表作成：伊藤昌毅

全国９０社
(2019年2月時点)

のバス事業者や自治体が標準

フォーマットによるオープン

データ配信を行っています



「標準的なバス情報フォーマット」の拡充

・バスの運行は道路混雑状況により日常的に遅延が発生することが多いため、バス利用者に
とってバスロケーションによる動的情報は極めて重要な情報ですが、情報提供はバス事業者
の作成しているホームページや自社アプリケーションに限定されていることが多く、
複数事業者が運行している路線などでは利用者にとって使いにくい状況です。

・このことから、「GTFSリアルタイム」を動的データの標準的なフォーマットとして定め、
「標準的なバス情報フォーマット」に追加しました。
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区分 フォーマット名 対象とする情報

静的データ
GTFS-JP
(2017年３月～)

停留所、路線、便、時刻表、運賃 等

動的データ
GTFSリアルタイム
(2019年3月～)

遅延、到着予測、車両位置、運行情報等

概要

目的



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット①
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1
小規模バス事業者やコミュニティバス

も経路検索サービス等に掲載される

2 バスロケ情報が経路検索に掲載される

これまで経路検索サービスに載りづらかったバスについても、より多く
の経路検索サービスに掲載されやすくなります。

大手事業者を含めても現状ごく限定的な、経路検索サービスを通じたリア
ルタイムのバスロケ情報を簡易に行えるようになります。

標準的な
バス情報

フォーマット

バス事業者 情報利用者

その他の経路検索

B社

時刻表
停留所
情報等

Ａ社

C社

「標準的なバス情報フォーマットによる
情報提供のイメージ」



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット②
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3 運行情報が経路検索に掲載される
災害時やイベント開催中の、運休、迂回、増発等の情報を利用者に伝えることが
できます。

台風時の運休予告（宇野自動車） イベント時の続行便・混雑案内（永井運輸）

Sujiya Systems Twitter投稿より 永井運輸「 GTFSデータの取組みと災害時への対応」より



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット③
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多様な活用ができる

（ワンソース・マルチユース）

事業者自身が

案内の正確さを向上できる

業務の効率化ができる

経路検索以外の情報提供（デジタルサイ
ネージ等）や交通分析も可能になります。

特別ダイヤや運休を反映し、バス停情報も
より正確に多言語で整備できます。

経路検索事業者等へのデータ提供の一本化
や、業務のIT化に繋がります。

4

6

5

My時刻表*1

マップ*1

交通分析*1

*1 トラフィックブレイン「公共交通オープンデータ 活用事例と発展への期待」より
*2 Sujiya Systems「その看板」

サイネージ*2



全国の導入事例
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宇野自動車：日本初の標準的フォーマットによるオープンデータ配信
両備グループ：商用バスロケとして日本初の標準的フォーマットによるオープンデータ

宇野自動車・両備グループ（岡山県市） 岐阜県中津川市
市内のバス路線の｢GTFS-JP｣｢GTFS-RT｣データを整備しオープン化
多言語整備しインバウンド需要に対応、デジタルサイネージも低コストで導入

佐賀県 群馬県
県内主要バス事業者の｢GTFS-JP」データを整備、佐賀市交通局は「GTFS-RT」も提供
アップロードするためのシステムを「公共財」として整備しオープン化

県内全29事業者のバス路線を｢GTFS-JP｣形式でデータ整備し、オープンデータ化
2社がダイヤ編成システム「その筋屋」を導入し自社で高精度なデータを整備

トラフィックブレイン 太田恒平『岡山の公共交通はマーケティングで改善できる』
https://trans-market.jimdofree.com/app/download/14159227829/20181210_transmarket_startup_okayama_ota.pdf

『群馬県内バス路線情報』 https://gma.jcld.jp/GMA_OPENDATA/

中津川市「公共交通オープンデータ"最先端田舎"への挑戦」
http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/page/083350.html

岡電バス

宇野バス

両備バス

下電バス

バス会社
バス
ロケ

時刻表
オープン化

バスロケ
オープン化

宇野バス バス
まだ?

済 済

下電バス 済 デモ提供

岡電バス
両備バス

Bus-
Visio

n

済 済

中鉄バス β版 β版

オープンデータでみるバス路線図

岡山都市圏 統合バスロケマップ

佐賀県 前山恵士郎『佐賀県における バス情報オープンデータ化の取組』 http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000090553.pdf
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コミバス

静的

県/民間

県
整備

自社
整備

永井運輸 水野羊平
「GTFSデータを構築したバス会社の実践例」
https://www.slideshare.net/
YoheiMizuno1/gtfs-121044697

イベント臨時便の運行情報を
Google Mapsに掲載

運行情報
を追加



データ整備方法
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静的データの出力に
対応しているシステムがあります

データ提供 オープンデータ 経路検索サービス デジタルサイネージ等

1. システムからのデータ出力 2. データ作成代行事業者へ委託

3. 無償ツールを活用した自力整備

その筋屋：バス運行業務全般をIT化する場合に向いています 西沢ツール：GTFS-JPデータの作成に特化し比較的簡易に導入できます

経路検索事業者(CP)ダイヤ編成システム

バスロケシステム IT企業等動的データ、静的データの出力に
対応しているシステムがあります

検索サービスへの取込だけでなく
データ提供が可能な場合があります

経路検索事業社以外にもデータ作成を
行っている事業者があります

ツール開発が進んだことで様々な方法によるデータ整備が可能となりました。ノウハウを「手引き」として公開します

西沢ツールを用いた市営バスの
データ作成会@富山県南砺市

その筋屋勉強会@東京都高円寺



新モビリティサービス推進事業

新モビリティサービス実証実験の支援 オープンデータ実証事業

 大都市から過疎地、
観光地など多様な
地域における
MaaS等の実証実験
を支援

多様な地域での実証実験の支援 × オープンデータ

都市部・地方部における新たなモビリティサービスの創出

日本型MaaSの共通基盤の構築の実現に向けた検討

 新モビリティサービス実証実験の支援やオープンデータ実証事業の成果を
踏まえつつ、事業者間のデータ連携にむけた環境を整備

 公共交通分野における民間の主体的なオ
ープンデータ化の推進に向けた実証実験
を実施

令和元年度予算：3.1億円



ご清聴ありがとうございました。

公共交通利用促進キャラクター
のりたろう


